
経済学に基づく設計 

環境政策 
資源管理政策 
生態系保全政策 

企業，農林水
産業従事者，
家計 

価格の決定,
取引量の決定 

市場 

経済主体の意思決定 

水質・大気汚染，資源の枯渇，地球温暖
化，自然災害，生物の個体数の減少 

環境の変化・汚染物質等の動態

経済主体の行動に働きかける政策 

物質量や生物の個体数に
働きかける政策 

環境汚染,天然資源の消
費, 生態系の破壊, 

人間社会への影響（健康被害，食糧
不足，疫病，不漁） 

生
態
経
済
学
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
私
は
博
士
論
文
で
、
外
来
生
物
や

病
原
菌
の
拡
散
制
御
を
経
済
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か

ら
研
究
し
た
が
、
こ
の
な
か
で
、
他
分
野
の
研
究
者

と
連
携
を
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

こ
の
時
期
の
経
験
は
、
現
在
の
私
の
研
究
ス
タ
イ
ル

に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

二
〇
一
〇
年
十
月
に
名
古
屋
で
開
か
れ
た
第
一
〇

回
生
物
多
様
性
条
約
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
）
を

き
っ
か
け
に
、
生
物
多
様
性
と
い
う
言
葉
が
社
会
に

浸
透
し
は
じ
め
て
い
る
。
ま
た
、
温
暖
化
に
伴
う
南

方
の
外
来
生
物
や
新
た
な
病
原
菌
の
日
本
へ
の
侵
入

や
野
生
生
物
問
題
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
通
じ
た
環
境
保
全
へ
の
取
り

組
み
も
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
故
、
生
態

経
済
学
を
実
践
的
に
用
い
た
研
究
に
よ
り
、
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
良
い
時
代
に
巡
り
合
う
こ

と
が
で
き
た
と
、
感
謝
し
て
い
る
。

大
学
の
国
際
化
と

留
学
経
験
者
の
役
割

ミ
ネ
ソ
タ
で
は

研
究
だ
け
で
は
な

く
、
教
育
の
仕
方

も
学
ん
だ
。
米
国

で
は
大
学
院
生
が

講
義
を
す
る
前
に
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
な
講
義
技
術

を
身
に
付
け
る
た

め
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
半
年
か
ら
一

年
間
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
で

は
、
講
義
の
仕
方

に
つ
い
て
事
細
か

く
す
べ
て
を
学
ぶ
。

講
義
時
の
声
量
や

呼
吸
法
や
話
す
速

度
、
目
の
位
置
、
姿
勢
や
立
ち
位
置
、
人
種
や
国
籍

の
異
な
る
学
生
へ
の
配
慮
の
仕
方
な
ど
の
す
べ
て
で

あ
る
。
米
国
で
は
一
ク
ラ
ス
ご
と
に
高
額
な
授
業
料

を
払
う
た
め
、
ひ
ど
い
講
義
に
対
し
て
は
学
部
生
が

授
業
料
の
払
い
戻
し
を
求
め
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ

の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
、
徹
底
し
た
講
義
技
術

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
な
さ
れ
る
。
私
も
、
当
時
は
何

度
も
自
分
の
講
義
の
姿
を
写
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
修
正
を
し
た
。
ミ
ネ
ソ
タ
で
学
ん

だ
こ
の
教
育
技
術
を
活
か
し
、
日
本
に
お
け
る
大
学

教
育
と
大
学
教
育
産
業
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

二
〇
一
三
年
四
月
一
日
に
、
私
は
長
崎
大
学
環
境

科
学
部
へ
赴
任
し
た
。
本
学
部
は
、
社
会
科
学
、
人

文
科
学
、
自
然
科
学
、
工
学
と
い
っ
た
複
数
分
野
か

ら
の
研
究
者
が
集
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
資
源
問

題
に
分
野
横
断
的
に
ア
タ
ッ
ク
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
学
部
は
、
分
野
横
断
的
な
領
域
で
学
部
生
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
で
目

に
し
た
先
進
的
な
学
部
の
姿
で
も
あ
る
。
研
究
者
と

し
て
、
ま
た
教
育
者
と
し
て
力
を
尽
く
し
て
い
け
る

こ
と
を
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
る
。

財
団
か
ら
の
ご
支
援
が
あ
り
、
こ
こ
ま
で
た
ど
り

着
く
こ
と
が
で
き
た
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
さ
ら
に
研
究
と
教
育
に
尽
力
し
、
日
本
社
会

に
貢
献
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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米
国
で
面
白
い
と
思
わ
れ
て
い
る

経
済
学
は
何
だ
ろ
う
？

そ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
抱
き
つ
つ
、
私
は
二
〇
〇

四
年
の
夏
に
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
大
学
院
応
用
経
済
学
部

へ
と
留
学
し
た
。
留
学
前
は
、
農
業
経
済
学
を
専
門

分
野
と
し
て
い
た
が
、
留
学
を
契
機
に
自
分
の
専
門

を
す
っ
か
り
変
え
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ

る
。
留
学
し
た
直
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
授
が
活
発

に
研
究
活
動
を
し
て
い
る
華
や
か
な
姿
を
見
て
、
目

移
り
を
し
た
も
の
だ
っ
た
。
結
局
、
私
は
、
環
境
資

源
経
済
学
を
専
門
と
し
て
学
ぶ
こ
と
に
し
た
。
環
境

資
源
問
題
の
背
景
に
は
、
企
業
、
農
林
水
産
業
従
事

者
、
家
計
と
い
っ
た
経
済
主
体
の
市
場
に
お
け
る
行

動
が
あ
る
。
環
境
資
源
経
済
学
で
は
、
こ
れ
ら
の
経

済
主
体
の
行
動
原
理
を
解
明
し
、
そ
の
う
え
で
経
済

主
体
の
行
動
に
影
響
を
与
え
て
問
題
を
解
決
す
る
政

策
・
制
度
の
設
計
を
行
う
。
二
十
一
世
紀
の
人
類
が

直
面
す
る
最
大
の
問
題
で
あ
る
環
境
資
源
問
題
に
対

し
、
経
済
学
を
用
い
て
緻
密
に
政
策
・
制
度
設
計
を

行
い
、
解
決
を
す
る
こ
と
に
、
私
は
大
き
な
や
り
が

い
を
感
じ
た
。

留
学
三
年
目
に
訪
れ
た
転
機

ミ
ネ
ソ
タ
大
学
に
お
け
る
最
大
の
収
穫
は
、
生
態

経
済
学
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
生
態
経
済
学
は
、

環
境
資
源
経
済
学
か
ら
派
生
し
た
新
分
野
で
あ
る
。

生
態
経
済
学
で
は
、
生
態
学
、
保
全
生
態
学
、
森
林

学
な
ど
で
扱
わ
れ
る
生
物
の
動
態
に
関
す
る
情
報
や

生
態
系
の
情
報
を
用
い
な
が
ら
、
生
態
系
管
理
を
効

率
的
に
行
う
た
め
の
制
度
設
計
を
経
済
学
的
な
観
点

か
ら
行
う
。

当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
経
済
学
者
は
、
上
記

の
自
然
科
学
系
の
学
問
分
野
の
情
報
を
持
っ
て
い
な

い
。
そ
れ
故
、
生
態
経
済
学
を
研
究
す
る
た
め
に
は

こ
れ
ら
の
他
分
野
の
研
究
者
と
連
携
し
な
が
ら
研
究

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
済
学
の
み
を
勉
強
し

て
い
る
大
学
院
生
が
一
人
で
研
究
を
行
う
に
は
ハ
ー

ド
ル
の
高
い
分
野
な
の
で
あ
る
。
幸
運
な
こ
と
に
、

私
の
所
属
し
た
応
用
経
済
学
部
が
あ
っ
た
セ
ン
ト
ポ

ー
ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
森
林
資
源
学
部（D

e-

partm
ent
of
F
orest

R
esources

）、
生
態
・
進

化
・
行
動
学
部（D

epartm
ent
of
E
cology,E

vo-

lution,
and

B
ehavior

）、
米
国
農
務
省
の
研
究
所

（U
SD
A
F
orest

Service

）が
あ
り
、
研
究
者
間
の

研
究
と
教
育
に
つ
い
て
の
交
流
が
非
常
に
活
発
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
、
私
も
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
る
こ
と

が
で
き
、
自
然
科
学
系
の
他
学
部
の
講
義
を
受
け
、

●
経
団
連
国
際
教
育
交
流
財
団
は
、
経
団
連
第
二
代
会
長
故

石
坂
泰
三
氏
の
遺
徳
を
記
念
し
、
一
九
七
六
年
に
設
立
さ
れ

た
。
海
外
の
大
学
・
大
学
院
に
留
学
す
る
日
本
人
学
生
や
日

本
の
大
学
に
在
籍
す
る
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
の

支
給
を
通
じ
て
、
わ
が
国
の
学
術
研
究
や
世
界
経
済
の
発
展

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
。

留
学
が
可
能
に
し
て
く
れ
た

生
態
経
済
学
と
の
出
会
い

経
団
連
国
際
教
育
交
流
財
団
奨
学
生（
二
〇
〇
四
年
度
）。
二
〇
〇
一
年
神
戸

大
学
経
済
学
部
卒
業
、
二
〇
〇
三
年
同
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課

程
修
了
、
二
〇
一
一
年
米
・
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
大
学
院
修
了（P

h
.D
.in
A
g
ri-

c
u
ltu
ra
l
a
n
d
A
p
p
lie
d
E
c
o
n
o
m
ic
s

）。
二
〇
一
〇
―
二
〇
一
二
年
上

智
大
学
環
境
と
貿
易
研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
研
究
員
、
二
〇
一
二
年
上
智
大
学

大
学
院
地
球
環
境
学
研
究
科
助
教
を
経
て
、
二
〇
一
三
年
よ
り
現
職
。
専
門

は
環
境
資
源
経
済
学
、
生
態
経
済
学
、
農
業
経
済
学
。

経団連国際教育交流財団は、２０１１年１２月１日、国際文化教育交流財団より名称変更

堀
江
哲
也

ほ
り
え

て
つ
や

長
崎
大
学
大
学
院
水
産
・
環
境
科
学
総
合
研
究
科
准
教
授
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